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リラ・ポート

金崎宮

アピタ敦賀店

相生町通り

松原公園
名勝気比の松原へ

金崎宮も
通ります！

「アクアトム」⇒
「相生町通り」
に変更

北
陸
自
動
車
道

バ
イ
パ
ス

１

２

３

７
８

９
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11

６
４

５

「
私
の
時
刻
表
」

作
り
ま
す
！

　

乗
り
換
え
が
あ
る

と
、
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
を
探
す

の
は
大
変
で
す
。
お
申
し
込

み
い
た
だ
け
れ
ば
、
ル
ー
ト

の
案
内
を
カ
ー
ド
に
し
て
お

渡
し
し
ま
す
（
無
料
）。

新
し
い
時
刻
表
を
配
布

し
ま
す

　

今
回
変
更
と
な
っ
た
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
新
し
い

時
刻
表
を
配
布
し
ま
す
。

　

３
月
中
旬
か
ら
全
戸
配
布

を
す
る
ほ
か
、
生
活
安
全
課

で
も
お
渡
し
し
ま
す
の
で
希

望
の
方
は
、
お
越
し
く
だ
さ

い
。

高
齢
者
の
方
は
「
運
転
免

許
自
主
返
納
支
援
制
度
」

を
お
考
え
く
だ
さ
い

　

運
転
免
許
証
を
自
主
返
納

し
た
65
歳
以
上
の
方
を
対
象

に
、
バ
ス
利
用
券
を
５
年
間

に
わ
た
り
配
布
い
た
し
ま

す
。
運
転
す
る
機
会
が
少
な

く
な
っ
た
方
や
、
運
転
す
る

こ
と
に
不
安
を
感
じ
る
よ
う

に
な
っ
た
方
は
、
ぜ
ひ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　バスや電車などの公共交通機関は、高齢者や子どもたちなどの移動手段として大切なもの
です。一人ひとりができる限り公共交通機関を利用することにより、渋滞の緩和や交通事故
の減少、地球環境の保全につながります。ぜひバスや電車をご利用ください。

　

市
の
バ
ス
路
線
は
、
平
成
21
年
12
月
か
ら
、
そ
れ
ま
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
と
民
間
路
線
バ
ス
を
統
合
し
、
市
内
運
賃
２
０
０
円
、
乗
り

継
ぎ
１
回
を
無
料
に
す
る
な
ど
運
行
路
線
の
見
直
し
を
行
い
、
試
行
運

転
を
経
て
、
平
成
23
年
５
月
か
ら
本
格
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
い
た
だ
い
た
ご
要
望
や
ご
意
見
を
も
と
に
、
４
月
１
日
か
ら

路
線
・
ダ
イ
ヤ
の
一
部
を
変
更
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

8

8

北
陸
自
動
車
道

気比中

角鹿中

咸新小

氣比神宮

アル・プラザ

リラ・ポート

木の芽川

JR敦賀駅

市民福祉会館

泉ヶ丘病院

「三和」「大蔵」まで
路線延長

「泉ヶ丘口」
バス停移設

（新）泉ヶ丘口

中

三和

高野口

◆「泉ヶ丘口」バス停の移設
　　（高野口バス停よりに移設します）
◆「三和」「大蔵」バス停を通るルート
　   に路線を延長します。

「温泉線」の一部変更

●土・日・祝日・年末年始の、

▷敦賀駅 12：20 発、
　元比田 12：55 発の便を運行する。

▷敦賀駅 14：50 発、
　元比田 15：25 発の便を運休する。

「東浦線」のダイヤ変更

　「ぐるっと敦賀周遊バス」
は平成 18 年に運行を開始
して７年が経過しました。
利用者の方からご要望が多
かった、「松原公園」と「金
崎宮」をルートに加え、こ
れまで以上に便利で魅力的
な観光路線に変更します。

ルートを変更

４月１日からバスの路線・ダイヤを一部変更

４
月
１
日
か
ら

コミュニティバス「温泉線」新路線図

「ぐるっと敦賀周遊バス」路線図（変更箇所抜粋）

information

コミュニティバス変更点ぐるっと敦賀周遊バスのルートが新しくなります！ バ
ス
の
路
線
・
ダ
イ
ヤ
が
一
部
変
わ
り
ま
す
！

①
敦
賀
駅
前

②
氣
比
神
宮
前

③
相
生
町
通
り

（
名
称
変
更
）

⑪
リ
ラ
・
ポ
ー
ト

⑤
松
原
公
園

（
新
設
）

⑬
昆
布
館

⑧
金
崎
宮
（
新
設
）

①
敦
賀
駅
前

④
山
車
会
館

⑫
あ
っ
と
ほ
う
む

⑥
水
産
卸
売
市
場

⑭
日
本
海
さ
か
な
街

⑦
金
ヶ
崎
緑
地

⑮
ニ
ュ
ー
サ
ン
ピ
ア

　

敦
賀

⑨
中
池
見
口

⑩
小
牧
か
ま
ぼ
こ

3 分

1.1㎞

1 分

0.4㎞

1 分

0.4㎞

6 分

3.3㎞

3 分

1.7㎞

6 分

2.5㎞

6 分

2.3㎞

7 分

2.4㎞

4 分

1.9㎞

2 分

0.9㎞

2 分

1.0㎞

2 分

0.7㎞

9 分

2.7㎞

3 分

0.8㎞

5 分

2.1㎞

※４月１日から車両が
　変更となる予定です。

問
合
せ
先　

生
活
安
全
課　

☎
22
・
８
２
３
２

至⑫あっとほうむ⑮ニューサンピア敦賀から
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ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
高
機
能

　

自
分
の
携
帯
電
話
（
ケ
イ
タ
イ
）
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
ス
マ
ホ
）
を
持
つ
子
ど

も
の
割
合
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
最
近

で
は
小
学
生
で
も
そ

の
割
合
が
増
え
て
い

ま
す
。

　

ケ
イ
タ
イ
と
ス
マ
ホ

は
似
て
い
ま
す
が
、
そ

の
性
能
や
機
能
は
異
な

り
、
主
に
３
つ
の
違
い

が
あ
り
ま
す
。

①
ス
マ
ホ
は
い
わ
ば
パ
ソ
コ
ン
に

　

電
話
機
能
が
付
い
た
も
の

　

こ
れ
に
対
し
ケ
イ
タ
イ
は
、
電
話
に

メ
ー
ル
や
ウ
エ
ブ
な
ど
の
機
能
が
付
い
た

も
の
で
す
。
ス
マ
ホ
は
用
途
に
合
わ
せ
て

後
か
ら
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
ア
プ
リ
）

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
な
ど
多
機
能
な

の
で
、
ケ
イ
タ
イ
に
比
べ
注
意
す
べ
き
こ

と
も
増
加
し
ま
す
。

②
ス
マ
ホ
は
、W

ワ
イ
フ
ァ
イ

i-Fi

が
利
用
可
能

　

ス
マ
ホ
はW

i-Fi

と
呼
ば
れ
る
無
線
Ｌ

Ａ
Ｎ
が
利
用
で
き
ま
す
。W

i-Fi

は
携
帯

電
話
の
回
線
よ
り
通
信
速
度
が
速
く
通
信

容
量
が
大
き
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続

し
た
場
合
に
、
有
害
サ
イ
ト
を
制
限
す
る

｢

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ｣

が
有
効
と
な
ら
な

い
場
合
が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

③
ス
マ
ホ
に
は
、Ｇ
Ｐ
Ｓ
（
位
置
情
報
）

　

機
能
が
あ
り
ま
す

　

ス
マ
ホ
で
写
真
を
撮
影
す
る
と
、
Ｇ
Ｐ

Ｓ
機
能
に
よ
り
、
撮
影
し
た
写
真
に
位
置

情
報
が
含
ま
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
Ｇ

Ｐ
Ｓ
機
能
を
含
ん
だ
写
真
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
公
開
す
る
と
、
自
宅
等
が
特

定
さ
れ
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
に
発
展
す
る

と
い
っ
た
ケ
ー
ス
も
起
こ
り
得
ま
す
。
目

的
に
応
じ
て
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
設
定
を
確
認
し

て
使
用
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
潜
む
危
険

被
害
者
に
も
…
加
害
者
に
も
…

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
使
い
方
次
第
で

ト
ラ
ブ
ル
や
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
ツ

イ
ッ
タ
ー
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
）
に
投
稿
し
た

書
き
込
み
が
炎
上
（
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
批

判
や
非
難
の
コ
メ
ン
ト
な
ど
が
殺
到
す
る

状
態
）
し
、
社
会
問
題
に
発
展
す
る
な
ど

の
問
題
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
世
界
中
で
閲
覧

で
き
、
一
度
書
き
込
ん
で
し
ま
う
と
完
全

に
は
削
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
投

稿
等
す
る
際
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
歩
き
な
が
ら
ス
マ
ホ
を
操
作
す

る
「
歩
き
ス
マ
ホ
」
や
「
な
が
ら
操
作
」

は
、
大
変
危
険
で
す
。
人
や
自
転
車
に
ぶ

つ
か
っ
て
大
怪
我
を
し
た
り
、
負
わ
せ
た

り
危
険
な
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、

女
性
が
性
犯
罪
の
標
的
に
さ
れ
る
事
件
な

ど
も
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
に
よ
り
、
ま
す
ま
す
私
た
ち
の
生
活
に

身
近
に
な
っ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
。
最
近
で
は
、
子
ど
も
た
ち
も
自
分
の
携
帯
電

話
を
持
ち
、
メ
ー
ル
や
ゲ
ー
ム
な
ど
を
利
用
す
る
こ
と
も
多
く
な
り
ま
し
た
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
役
立
つ
情
報
が
あ
る
一
方
、
青
少
年
の
健
全
な
成
長
に
悪
影

響
を
及
ぼ
す
有
害
な
情
報
も
数
多
く
存
在
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
社
会
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
能
力
は
欠
く
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
青
少
年
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
適
切
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
子
ど
も
た

ち
の
発
達
や
能
力
に
応
じ
、
段
階
的
に
利
用
さ
せ
て
「
使
い
こ
な
す
能
力
」
を
育

て
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

主
な
ト
ラ
ブ
ル
事
例 

●
ネ
ッ
ト
い
じ
め 

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
人
の
悪
口
や

誹
謗
中
傷
な
ど
を
書
き
込
む
な
ど
、
い

じ
め
が
横
行
し
、
自
殺
す
る
な
ど
の
事

件
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

●
個
人
情
報
の
流
出 

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
安
易
に
個
人

情
報
を
記
載
し
た
た
め
、
写
真
や
名
前
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
が
知
ら
な
い
と
こ
ろ

で
勝
手
に
使
わ
れ
る
被
害
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

●
出
会
い
系
サ
イ
ト

　

最
近
で
は
、
出
会
い
系
サ
イ
ト
だ
け

で
な
く
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
知
り
合
っ
た

人
か
ら
の
誘
い
出
し
を
受
け
て
、
子
ど

も
が
性
的
被
害
を
受
け
る
ケ
ー
ス
が
増

え
て
い
ま
す
。

●
無
料
ゲ
ー
ム
サ
イ
ト
で
の
被
害 

　
「
無
料
」
と
う
た
っ
て
い
る
オ
ン
ラ

イ
ン
ゲ
ー
ム
で
、
ア
イ
テ
ム
が
有
料
で

あ
る
こ
と
に
気
付
か
ず
購
入
し
、
高
額

の
料
金
を
請
求
さ
れ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
多

く
発
生
し
て
い
ま
す
。

問合せ先　少年愛護センター　☎ 23 － 0189

福井県の状況

　県教育委員会が、県内の県立
高校すべての高校生を対象に実
施したアンケート調査で、スマー
トフォンまたは携帯電話を所持
している生徒の割合が、全体の
98％に上ることがわかりまし
た。（下記：調査結果）

　県内の高校生のスマホまたは
携帯電話の保有率は、全国の平
均値を上回っています。本県の
現状を認識し、より一層、子ど
もたちの安全利用に取り組んで
いかなければなりません。

県内の高校生

　98％が所持

Ｑメールや通話の利用頻度は？

Ｑ平日１日あたりのインター
ネットの利用時間は？

ほぼ毎日
52.7％

２時間未満
59.5％２時間以上

　３時間未満
18.0％

３時間以上
　４時間未満

9.6％

４時間以上
12.9％

「全く」または
「ほとんどしない」

12.8％

携帯電話をもってない
1.9％

時々
32.7％

有
害
情
報
か
ら

子
ど
も
た
ち
を
守
る
！

有
害
情
報
か
ら

子
ど
も
た
ち
を
守
る
！

知
ら
な
か
っ
た
！

ゲ
ー
ム
機
の
落
と
し
穴

　
「
ま
だ
小
学
生
だ
か
ら
」「
ス
マ
ホ
は
持

た
せ
て
い
な
い
か
ら
」「
ゲ
ー
ム
機
は
ゲ
ー

ム
し
か
で
き
な
い
か
ら
」
な
ど
と
安
心
し

て
い
ま
せ
ん
か
？

　

今
や
、
ゲ
ー
ム
機
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
へ
の
接
続
は
も
ち
ろ
ん
「
通
信
機
能
」

や
「
内
蔵
カ
メ
ラ
」
な
ど
多
彩
な
機
能
が

搭
載
さ
れ
て
い
て
、
ス
マ
ホ
並
み
の
機
能

を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

小
学
生
が
ゲ
ー
ム
機
の
さ
ま
ざ
ま
な
機

能
を
自
在
に
操
っ
て
い
る
現
状
を
認
識

し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
の
低
年
齢
化

　
　
　
　

と
ゲ
ー
ム
機
利
用
の
危
険
性
に

　
　
　
　
　

つ
い
て
も
、
真
剣
に
考
え
な

　
　
　
　
　

  

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

保
護
者
の
方
が
で
き
る

３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト
１

ケ
イ
タ
イ
や
ス
マ
ホ
を

持
た
せ
る
と
き
は
目
的
を
明
確
に

　

子
ど
も
に
ケ
イ
タ
イ
や
ス
マ
ホ
を
持
た

せ
る
と
き
は
「
何
の
た
め
に
必
要
な
の
か
」

「
ど
の
よ
う
に
使
う
の
か
」
を
話
し
合
う

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

例
え
ば
、「
緊
急
連
絡
」「（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に

よ
る
）
所
在
確
認
」「
防
犯
」「
学
習
の
た

め
の
調
べ
物
」
と
い
っ
た
利
用
目
的
を
、

あ
ら
か
じ
め
子
ど
も
と
話
し
合
っ
て
決
め

て
お
く
こ
と
な
ど
が
有
効
で
す
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
特
徴
や
有

害
情
報
な
ど
の
危
険
性
、
個
人
情
報
を
守

る
必
要
性
な
ど
を
説
明
し
、
本
人
に
危
機

意
識
を
持
た
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

最
初
の
う
ち
は
、
子
ど
も
の
携
帯
電
話

の
利
用
を
保
護
者
が
見
守
り
な
が
ら
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
際
の
マ
ナ
ー

や
安
全
に
利
用
す
る
た
め
の
知
識
を
身
に

付
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ポ
イ
ン
ト
２

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
活
用

　

子
ど
も
が
ケ
イ
タ
イ
や
ス
マ
ホ
を
利
用

す
る
際
は
、
有
害
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
を

制
限
す
る
「
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
」
を
活
用

し
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
に
よ
り
、
出
会
い
系

サ
イ
ト
や
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
、
暴
力
的
な

表
現
の
あ
る
サ
イ
ト
な
ど
を
閲
覧
で
き
な

い
よ
う
に
し
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
３

親
子
で
話
し
合
っ
て
、

家
庭
で
の
ル
ー
ル
作
り
を

　

家
庭
の
利
用
状
況
に
合
わ
せ
て
ル
ー
ル

を
作
り
ま
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
と
一
緒
に
利
用
目
的
・
場
所
・
時

間
帯
を
話
し
合
っ
て
ル
ー
ル
を
作
り
ま
し
ょ

う
。
ル
ー
ル
を
守
れ
な
か
っ
た
と
き
に
は
、

利
用
を
一
時
禁
止
す
る
な
ど
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ

も
決
め
て
お
く
と
、
ル
ー
ル
を
守
る
た
め
の

責
任
感
が
本
人
に
生
ま
れ
ま
す
。

ル
ー
ル
の
具
体
例

▼
困
っ
た
と
き
は
す
ぐ
に
相
談
す
る

▼
利
用
す
る
場
所
・
時
間
帯
を
決
め
る

▼
人
の
悪
口
は
書
き
こ
ま
な
い

▼
個
人
名
や
個
人
写
真
、
学
校
名
は
書

　

き
こ
ま
な
い

▼
ル
ー
ル
を
破
っ
た
ら
一
時
利
用
禁
止

有害情報

フィルタリング

※
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
と
は
…

　

子
ど
も
に
見
せ
る
の
が
好
ま

し
く
な
い
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
の
有
害
サ
イ
ト
を
一
定
の

基
準
で
判
別
し
、
閲
覧
を
制

限
す
る
サ
ー
ビ
ス


